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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユザー装置（UE）に対するコール連続性を維持
するためにハンドオーバーを実行するための技法を提供
する。
【解決手段】UEは、パケット切替（PS）コールのために
、例えば、W-CDMAにけるハイ・スピード・パケット・ア
クセスによるボイス・オーバー・インターネット・プロ
トコル（VoIP）のために、無線アクセス・ネットワーク
（RAN）における第１のセルと通信する。UEは、測定レ
ポートをRANに送り、そしてRANからトリガを受信する。
UEは、PSコールが第１のセルにおいてペンデイングであ
る間に第１のセルに対して回路切替（CS）コールを確立
する。その後で、UEは、第１のセルからVoIPを支援しな
くてもよい第２のセルへのCSコールのハンドオーバーを
実行する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パケット切替（PS）コールのための第１のセルと通信するための、無線アクセス・ネッ
トワーク（RAN）からトリガを受信するための、前記トリガに応答して前記PSコールが前
記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記第１のセルに対して回路切替（CS）コ
ールを確立するための、前記CSコールを確立した後に前記PSコールを終了するための、そ
して前記第１のセルから前記第２のセルへの前記CSコールのハンドオーバーを実行するた
めの少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
【請求項２】
　前記PSコールおよび前記CSコールは、音声コールに対するものであり、前記少なくとも
１つのプロセッサは、前記CSコールを確立した後に前記音声コールに対するデータ経路を
前記PSコールから前記CSコールへと切り替える、請求項１の装置。
【請求項３】
　前記PSコールは、ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）に対するも
のであり、前記第１のセルはVoIPを支援し、前記第２のセルはVoIPを支援しない、請求項
１の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、測定レポートを前記RANに送信し、前記RANからの
トリガは前記測定レポートに基づく、請求項１の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記RANから測定イベントを受信しかつ該測定イ
ベントに応答して前記測定レポートを送信する、請求項４の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のセルおよび近隣のセルに対する測定を
取得しかつ該測定に基づいてハンドオーバーを実行するための決定を行う、請求項１の装
置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット
・アクセス（HSPA）によって前記第１のセルと通信する、請求項１の装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・レート・パケット・
データ（HRPD）によって前記第１のセルと通信する、請求項１の装置。
【請求項９】
　前記第１のセルはW-CDMAセルであり、前記第２のセルは他のW-CDMAセルまたはGSM(登録
商標）セルである、請求項１の装置。
【請求項１０】
　パケット切替（PS）コールのために第１のセルと通信すること、
　無線アクセス・ネットワーク（RAN）からトリガを受信すること、
　前記PSコールが前記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記トリガに応答して
前記第１のセルに対して回路切替（CS）コールを確立すること、
　前記CSコールを確立した後に前記PSコールを終了すること、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記CSコールのハンドオーバーを実行することを備
える、無線通信のための方法。
【請求項１１】
　測定レポートを前記RANに送ることを更に備え、前記RANからの前記トリガは前記測定レ
ポートに基づく、請求項１０の方法。
【請求項１２】
　前記PSコールのために前記第１のセルと通信することは、
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　前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）によって前記第１
のセルと通信することを備える、請求項１０の方法。
【請求項１３】
　パケット切替（PS）コールのために第１のセルと通信するための手段と、
　無線アクセス・ネットワーク（RAN）からトリガを受信するための手段と、
　前記PSコールが前記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記トリガに応答して
前記第１のセルに対して回路切替（CS）コールを確立するための手段と、
　前記CSコールを確立した後で前記PSコールを終了するための手段と、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記CSコールのハンドオーバーを実行するための手
段とを備える、無線通信のための装置。
【請求項１４】
　測定レポートを前記RANに送信するための手段を更に備え、
　前記RANからの前記トリガは前記測定レポートに基づく、請求項１３の装置。
【請求項１５】
　前記PSコールのために前記第１のセルと通信するための手段は、
　前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）によって前記第１
のセルと通信するための手段を備える、請求項１３の装置。
【請求項１６】
　パケット切替（PS）コールのために第１のセルと通信するため、
　無線アクセス・ネットワーク（RAN）からトリガを受信するため、
　前記PSコールが前記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記トリガに応答して
前記第１のセルに対して回路切替（CS）コールを確立するため、
　前記CSコールを確立した後で前記PSコールを終了するため、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記CSコールのハンドオーバーを実行するために、
ユーザ装置（UE）において動作可能な命令を記憶するためのプロセッサ可読媒体。
【請求項１７】
　第１のセルにおいてパケット切替（PS）コールのためにユーザ装置（UE）と通信するた
め、トリガを前記UEに送信するため、前記PSコールがペンデイングである間に前記第１の
セルにおいて前記UEに対する回路切替（CS）コールを確立するため、前記CSコールを確立
した後で前記UEのための前記PSコールを終了するため、および前記第１のセルから第２の
セルへの前記UEに対する前記CSコールのハンドオーバーを実行するための少なくとも１つ
のプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
【請求項１８】
　前記PSコールおよび前記CSコールは音声コールに対するものであり、前記少なくとも１
つのプロセッサは、
　前記CSコールを確立した後で前記音声コールに対するデータ経路を前記PSコールから前
記CSコールへと切り替える、請求項１７の装置。
【請求項１９】
　前記PSコールは、ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）に対するも
のであり、前記第１のセルはVoIPを支援し、前記第２のセルはVoIPを支援しない、請求項
１７の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記UEから測定レポートを受信し、該測定レポー
トに基づいて前記第１のセルから前記第２のセルへと前記UEをハンドオーバーする決定を
行い、そして該決定に応答して前記トリガを前記UEに送る、請求項１７の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記UEが前記PSコールに対するカバレージ縁部に
あることを判定し、そして前記UEに前記測定レポートを送信させるために測定イベントを
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前記UEに送信する、請求項２０の装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット
・アクセス（HSPA）によって前記UEと通信する、請求項１７の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のセルがハイ・スピード・パケット・ア
クセス（HSPA）ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するこ
とを示す情報を放送する、請求項１７の装置。
【請求項２４】
　第１のセルにおいてパケット切替（PS）コールのためにユーザ装置（UE）と通信するこ
と、
　トリガを前記UEに送信すること、
　前記PSコールがペンデイングである間に前記第１のセルにおいて前記UEに対して回路切
替（CS）コールを確立すること、
　前記CSコールを確立した後で前記UEに対する前記PSコールを終了すること、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記UEに対する前記CSコールのハンドオーバーを実
行することを備える、無線通信のための方法。
【請求項２５】
　測定リポートを前記UEから受信すること、および
　前記測定レポートに基づいて前記第１のセルから前記第２のセルへと前記UEをハンドオ
ーバーする決定をおこなうことを更に備え、
　該決定に応答して、前記トリガが前記UEへ送信される、請求項２４の方法。
【請求項２６】
　前記PSコールのために前記UEと通信することは、
　前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）によって前記UEと
通信することを備える、請求項２４の方法。
【請求項２７】
　前記第１のセルは、ハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）ボイス・オーバー・
インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有することを示す情報を放送することを更に
備える、請求項２４の方法。
【請求項２８】
　無線アクセス・ネットワーク（RAN）からトリガを受信するための、該トリガに応答し
て第１のセルから第２のセルへの回路切替（CS）コールのハンドオーバーを実行するため
の、前記CSコールが前記第２のセルにおいてペンデイングである間に前記第２のセルに対
してパケット切替（PS）コールを確立するための、前記PSコールを確立した後で前記CSコ
ールを終了するための、および前記PSコールのために前記第２のセルと通信するための少
なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
【請求項２９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、測定レポートを前記RANに送信し、該RANからの前
記トリガは前記測定レポートに基づく、請求項２８の装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット
・アクセス（HSPA）によって前記第２のセルと通信する、請求項２８の装置。
【請求項３１】
　ユーザ装置（UE）にトリガを送信するための、第１のセルから第２のセルへの前記UEに
対する回路切替（CS）コールのハンドオーバーを実行するための、前記CSコールが前記第
２のセルにおいてペンデイングである間に前記第２のセルにおいて前記UEに対する回路切
替（CS）コールを確立するための、前記PSコールを確立した後で前記UEに対するCSコール
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を終了するための、および前記第２のセルにおいて前記PSコールのために前記UEと通信す
るための少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
【請求項３２】
　１つのセルがボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するか
どうかを示す該セルからの放送情報を受信するための、および前記放送情報に基づいてネ
ットワークに対する登録を更新するための少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、アイドル・モードにある間に前記セルから放送情
報を受信し、該放送情報に基づいて新しいコールに対して使用するためのドメインを判定
し、そしてドメインの変更が検知されると前記ネットワークに対する登録を更新する、請
求項３２の装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記セルがVoIP能力を有していればパケット切替
（PS）ドメインのためのネットワークに対して登録し、前記セルがVoIP能力を有していな
ければ回路切替（CS）ドメインのためのネットワークに対して登録する、請求項３３の装
置。
【請求項３５】
　前記放送情報は、前記セルがハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）VoIP能力を
有するかどうかを示すビットを備える、請求項３２の装置。
【請求項３６】
　１つのセルがボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するか
どうかを示す該セルからの放送情報を受信すること、および
　前記放送情報に基づいてネットワークに対する登録を更新することを備える、無線通信
のための方法。
【請求項３７】
　アイドル・モードにある間に前記放送情報が前記セルから受信され、前記ネットワーク
に対する登録を更新することは、
　前記放送情報に基づいて新しいコールのために使用するためのドメインを判定すること
、および
　ドメインの変更が検知されると前記ネットワークに対する登録を更新することを備える
、請求項３６の方法。
【請求項３８】
　１つのセルがボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するか
どうかを示す該セルからの放送情報を受信するための手段と、
　前記放送情報に基づいてネットワークに対する登録を更新するための手段とを備える、
無線通信のための装置。
【請求項３９】
　アイドル・モードにある間に前記セルから前記放送情報が受信され、前記ネットワーク
に対する登録を更新するための手段は、
　前記放送情報に基づいて新しいコールに対して使用するためのドメインを判定するため
の手段と、
　ドメインの変更が検知されると前記ネットワークに対する登録を更新するための手段と
を備える、請求項３８の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、一般的には通信に関し、さらに具体的には無線通信においてコール連続性（
call continuity）を維持するための技法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケット・データ、メッセージ通信（messag
ing）、放送等のような種々の通信サービスを提供するために広く利用される。これらの
ネットワークは、有効なネットワーク・リソースを共有（sharing）することによって多
数のユーザに対して通信を支援する（supporting）ことができる多重アクセス・ネットワ
ーク（multiple-access networks）であってもよい。このような多重アクセス・ネットワ
ークの例は、符号分割多重アクセス・ネットワーク（Code Division Multiple Access (C
DMA) networks）、時分割多重アクセス・ネットワーク（Time Division Multiple Access
 (TDMA) networks）、周波数分割多重アクセス・ネットワーク（Frequency Division Mul
tiple Access (FDMA) networks）、直交ＦＤＭＡネットワーク（Orthogonal FDMA (OFDMA
) networks）および単一キャリア・ネットワーク（Single-Carrier FDMA (SC-FDMA) netw
orks）を含む。
【０００３】
　CDMA ネットワークは、ユニバーサル・テレストリアル・ラジオ・アクセス・ネットワ
ーク（Universal Terrestrial Radio Access Network ）(UTRA)、cdma2000、等のような
無線アクセス技術（radio access technology ）(RAT)を実装してもよい。UTRAは、広帯
域ＣＤＭＡ（Wideband CDMA ）(W-CDMA)およびロー・チップ・レート（Low Chip Rate ）
(LCR)を含む。cdma2000は、IS-2000、IS-95およびIS-856標準をカバーする。TDMAネット
ワークは、モバイル通信用グローバル・システム（Global System for Mobile Communica
tions）(GSM(登録商標）)のようなRATを実装してもよい。種々のRATおよび標準が公知で
ある。UTRA およびGSM(登録商標）は、「第三世代パートナーシップ・プロジェクト」（
“3rd Generation Partnership Project”）(3GPP)という名称の機関からの文書に記載さ
れている。cdma2000は、「第三世代パートナーシップ・プロジェクト２」（“3rd Genera
tion Partnership Project 2”）(3GPP2)という名称の文書に記載されている。3GPP およ
び3GPP2文書は一般に入手可能である。
【０００４】
　異なるRATは通常は異なる能力を有し、そして所定のRATの異なるリリースも異なる能力
を有していてもよい。例えば、GSM(登録商標）は、音声およびロー・レート・データ・サ
ービス（voice and low rate data services ）を支援する第二世代(2G) RAT（a second-
generation (2G) RAT）である。W-CDMAは、同時音声およびデータ・サービス、より高い
データ速度、および他の改善された特徴を支援する第三世代(3G) RAT （third-generatio
n (3G) RAT）である。各RATは、回路切替（circuit-switched）（ＣＳ）および（または
）パケット切替（packet-switched）（ＰＳ）コールを支援してもよい。回路切替とは、
ユーザに割り当てられる専用リソース（例えば、専用トラフィック・チャンネル（dedica
ted traffic channel））によるユーザに対するデータの転送をいう。パケット切替とは
、多数のユーザによって共有されうる共通のリソース（例えば、共有トラフィック・チャ
ンネル（shared traffic channel）によるユーザに対するデータの転送をいう。
【０００５】
　ユーザ装置（user equipment）(UE)は、W-CDMAおよびGSM(登録商標）のような異なるRA
T（複数）の無線ネットワークと通信することができてもよい。この能力は、ユーザが同
じUEに対してW-CDMAの性能利点（performance advantages）およびGSM(登録商標）のカバ
レージ利益（coverage benefits）を取得できるようになしうる。UEは、１つの無線ネッ
トワークに対して音声コール（voice call）を有してもよく、また、そのネットワーク全
体にわたってまたは他の無線ネットワークにローミング（roam）してもよい。UEは、ユー
ザがローミング（roams about）している際に、音声コール（voice call）を維持するこ
とが望ましい。
【０００６】
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　従って、無線通信にコール連続性（call continuity）を維持するための技法に対する
技術的な必要性が存在する。
【発明の概要】
【０００７】
　UEに対してコール連続性（call continuity）を維持するためにパケット切替から回路
切替への(PS-to-CS)ハンドオーバーおよび回路切替からパケット切替への(CS-to-PS)ハン
ドオーバーを実行するための技法がここに記述される。PS-to-CSハンドオーバーの１つの
デザインでは、UEは、PSコールに対する、例えば、W-CDMAにおけるハイ・スピード・パケ
ット・アクセス（High-Speed Packet Access）(HSPA)によるボイス・オーバー・インター
ネット・プロトコル（Voice-over-Internet Protocol）(VoIP)に対する無線アクセス・ネ
ットワーク（radio access network）(RAN)における第１のセル（first cell）と通信し
てもよい。UEは、測定レポートをRANに送信してもよく、かつRANからトリガ（trigger）
を受信してもよい。そのトリガに応答して、UEは、PSコールが第１のセルでペンデイング
（pending）である間に、第１のセルに対してCSコールを確立してもよい。UEまたはネッ
トワークは、CSコールを確立した後でPSコールを終了してもよい。PSコールおよびCSコー
ルは、音声コール（voice call）に対するものであってもよく、そしてUEまたはネットワ
ークは、CSコールを確立し後でかつPSコールを終了する前に、音声コールに対するデータ
経路をPSコールからCSコールに切り替えてもよい。UEは、次に、第１のセルから第２のセ
ルへのCSコールのハンドオーバーを行ってもよい。第１のセルは、VoIPを支援するW-CDMA
セルであってもよく、そして第２のセルは、VoIPを支援しない他のW-CDMAセルまたはGSM(
登録商標）セルであってもよい。
【０００８】
　他の態様では、UEは、１つのセルがVoIP能力を有するかどうかを示す放送情報をそのセ
ルから受信してもよい。UEは、放送情報に基づいてネットワークに対する登録を更新して
もよい。UEは、セルがVoIP能力を有している場合には、PSドメインにおけるコールを受信
してもよく、セルがVoIP能力を有していない場合には、CSドメインにおけるコールを受信
するためにネットワークに登録してもよい。UEは、それがアイドル・モード（idle mode
）でありページおよびコールがそのUEに適切に配信されうる間に、登録を更新してもよい
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、RANおよびコア・ネットワークの配置を示す。
【図２】図２は、3GPPに対する例示配置シナリオを示す。
【図３Ａ】図３Ａは、UEに対するHSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバー（HSPA VoIPか
らW-CDMA CSへのハンドオーバー）を示す。
【図３Ｂ】図３Ｂは、UEに対するHSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバーを示す。
【図３Ｃ】図３Ｃは、UEに対するHSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバーを示す。
【図３Ｄ】図３Ｄは、UEに対するHSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバーを示す。
【図３Ｅ】図３Ｅは、UEに対するHSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバーを示す。
【図４】図４は、UEによりPS-to-CSハンドオーバーを実行するためのプロセスを示す。
【図５】図５は、RANによりUEのPS-to-CSハンドオーバーを実行するためのプロセスを示
す。
【図６】図６は、UEによりCS-to-PSハンドオーバーを実行するためのプロセスを示す。
【図７】図７は、RANによりUEのCS-to-PSハンドオーバーを実行するためのプロセスを示
す。
【図８】図８は、UEによりネットワーク登録を更新するためのプロセスを示す。
【図９】図９は、図１におけるUEおよびいくつかのネットワーク・エンテイテイのブロッ
ク図を示す。
【詳細な説明】
【００１０】
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　本発明の種々の態様および特徴が下記にさらに詳細に説明される。
【００１１】
　ここに記述されるハンドオーバー技法（handover techniques）は、CDMA、TDMA、FDMA
、 OFDMA、およびSC-FDMAネットワークのような無線通信ネットワークに対して利用され
うる。「ネットワーク」（”network”）および「システム」（”system”）という用語
は、互換可能に用いられることが多い。明瞭のために、この技法は、3GPPベース・ネット
ワーク（3GPP-based networks）に対して以下において具体的に説明される。
【００１２】
　図１は、UE（複数）に対する通信を支援するユニバーサル・テレストリアル・ラジオ・
アクセス・ネットワーク（Universal Terrestrial Radio Access Network ）(UTRAN)120
およびコア・ネットワーク（core network）130の例示配置（example deployment ）100
を示している。簡単のために、図１には１つのUE 110だけが図示されている。UE 110は、
モバイル・ステーション（mobile station）、アクセス・ターミナル（access terminal
）、加入者装置（subscriber unit）、ステーション（station）、等とも呼称されうる。
UE 110は、携帯電話、携帯情報端末（personal digital assistant ）(PDA)、無線デバイ
ス、無線モデム、ハンドヘルド・デバイス（handheld device）、ラップトップコンピュ
ータ、等であってもよい。
【００１３】
　UTRAN 120は、無線ネットワーク・コントローラ（RNC（複数））に結合されたノードＢ
（複数）（Node Bs）を含む。簡単のために、図１には、３つのノードＢ 120a、120b、お
よび120nだけが単一のRNCに結合されて示されている。一般に、UTRAN 120は、任意の数の
ノードＢおよび任意の数のRNCを含んでいてもよい。各RNCは、各組のノードＢ（複数）と
そして場合によっては１つまたはそれより多い他のRNCに結合してもよい。ノードＢはま
た、エボルブド・ノードＢ（evolved Node B）(eNode B)、ベース・ステーション、アク
センス・ポイント、等とも呼称されてもよい。各ノードＢは、それのカバレージ・エリア
（coverage area）内でUE（複数）に対する無線通信を支援する。ここで用いられるよう
に、「セル」（”cell”）は、この用語が用いられる状況に応じて、無線ネットワークに
おけるカバレージの最小単位および（または）このカバレージ・エリア（coverage area
）に関与するノードＢを指すことができる。「セル」（“cell”）および「ノードB」（
“Node B”）という用語は、下記の説明では互換可能に用いられる。RNC 124は、ノード
Ｂ 122に対する調整および規制を与える。例えば、RNC 124は、無線リソース管理（radio
 resource management）、いくつかの移動度管理機能（mobility management functions
）、およびUE（複数）とUTRAN 120との間の通信を支援するための他の機能を実行する。
【００１４】
　コア・ネットワーク130は、サービング・ゼネラル・パケット無線サービス(GPRS)サポ
ート・ノード(GGSN) 132（Serving General Packet Radio Service (GPRS) Support Node
 (SGSN) 132）、ゲートウエイGPRSサポート・ノード(GGSN) 134（Gateway GPRS Support 
Node (GGSN) 134）、モバイル切替センター（Mobile Switching Center ）(MSC) 136、お
よびCSコールおよびPSコールをアンカー（anchor）できる音声コール連続性アプリケーシ
ョン・サーバー（Voice Call Continuity Application Server） (VCC AS) 138を含む。S
GSN 132は、UTRAN 120とGGSN 134との間のデータ・パケットの交換を容易にし、かつPSコ
ールを有するUE（複数）に対する移動度管理（mobility management）を行う。SGSN 132
は、UTRAN 120におけるRNC 124とインタフェースを形成し、かつUTRANと通信するUEに対
するＰＳサービスを支援する。GGSN 134は、経路選択機能（routing function）を実行し
、かつ外部データ・ネットワークとデータ・パケットを交換する。MSC 136は、ＣＳサー
ビス（例えば、音声に対する）を支援し、かつCSコールでUE（複数）に対する移動度管理
を行う。VCC AS 138は、UE（複数）に対する音声コール連続性（voice call continuity
）を支援し、かつCSドメインと、PSドメインを利用するＩＰマルチメデイア・サブシステ
ム（IP Multimedia Subsystem）(IMS)との間の音声コール（voice calls）を転送する能
力を提供する。IMSは、ユーザにＩＰマルチメデイア・サービスを送るための建築フレー
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ムワーク（architectural framework）である。CSコールおよび（または）PS コールであ
りうるUE 110に対するすべての音声コールは、VCC AS 138にアンカー（anchored）されて
もよい。VCC AS 138は、UE 110が移動する場合に、適切なドメイン（domain）に音声コー
ル（voice call）をハンドオーバー（handover）するための機能を実行してもよい。VCC 
AS 138は、VCC AS 138に呼び込み（“calling into”）かつ音声コールを新しいドメイン
に移動することにより、UE 110をCSドメインおよびPSドメイン間で移動できるようにする
。
【００１５】
　簡単のために、SGSN 132, GGSN 134, MSC 136, and VCC AS 138は、図１では同じコア
・ネットワークに属して示されている。一般に、これらのネットワーク・エンテイテイ（
network entities）は同じネットワークまたは異なるネットワークに属していてもよい。
例えば、VCC AS 138は、UE 110に対するホーム・ネットワークに属していてもよく、そし
て他のネットワーク・エンテイテイは、（例えば、UE 110がローミングしていない場合に
は）ホームネットワークにまたは（例えば、UE 110がローミングしている場合には）訪問
ネットワーク（visited network）に属してもよい。
【００１６】
　UTRAN 120およびコア・ネットワーク130におけるネットワーク・エンテイテイは、“Ne
twork architecture,” March 2006「ネットワーク・アーキテクチャ」２００６年３月（
Network architecture,” March 2006）というタイトルの3GPP TS 23.002、および「回路
切替（ＣＳ）およびＩＰマルチメデイアサブシステム(IMS)間の音声コール連続性」２０
０７年３月（“Voice Call Continuity (VCC) between Circuit Switched (CS) and IP M
ultimedia Subsystem (IMS),” March 2007）というタイトルのTS 23.206に記載されてい
る。これらの文書は一般に入手可能である。
【００１７】
　UTRAN 120は、3GPP リリース99以来、W-CDMAを実装する。3GPPリリース5およびそれ以
降は、3GPPリリース5に導入されたハイ・スピード・ダウンリンク・パケット・アクセス
（High-Speed Downlink Packet Access）(HSDPA)および3GPP リリース6に導入されたハイ
・スピード・アップリンク・パケット・アクセス（High-Speed Uplink Packet Access ）
(HSUPA)を含むハイ・スピード・パケット・アクセス（High-Speed Packet Access ）(HSP
A)を支援する。HSDPAは、ダウンリンク上での高速パケットデータ伝送を可能にする１つ
の組のチャンネル（channels）および手順（procedures）である。HSUPAは、アップリン
ク上での高速パケットデータ伝送を可能にする１つの組のチャンネル（channels）および
手順（procedures）である。HSPAは、パケット・データ・サービス、VoIP、等のようなＰ
Ｓサービスを支援する。VoIP コールは、音声データが専用のトラフィック・チャンネル
（traffic channel）によるのではなくて他のパケット・データのように経路指定される
パケットで送られる音声のためのPSコールである。
【００１８】
　図２は、3GPPのための例示配置シナリオ（example deployment scenario）を示す。GSM
(登録商標）は、UE（複数）に対するCSサービスを支援し、かつ広い地理的領域にわたっ
て配置されてもよい。W-CDMAは、UE（複数）に対するCSおよびPSサービスを支援し、かつ
GSM(登録商標）より小さい地理的領域にわたって配置されてもよい。W-CDMAに対するカバ
レージ・エリアは、完全にGSM(登録商標）に対するカバレージ・エリア内に存在していて
もよく（図２に示されているように）、あるいはGSM(登録商標）に対するカバレージ・エ
リアと部分的にオーバーラップしていてもよい（図２には示されていない）。HSPAは、UE
（複数）に対するPSサービス（例えば、VoIP）を支援し、かつW-CDMAよりも小さい地理的
領域にわたって配置されうる。HSPAに対するカバレージ・エリアは、W-CDMAに対するカバ
レージ・エリアの一部に相当する程度であってもよい。
【００１９】
　UE 110は、HSPAカバレージ・エリア内に配置されてもよく、またUTRAN 120内でVoIPコ
ールを確立してもよい。VoIP コールは、VoIPのようなＩＰベース対話ユーザ・セッショ
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ン（IP-based interactive user sessions）を開始し、修正し、終了するためのシグナリ
ング・プロトコル（signaling protocol）であるセッション・イニシエーション・プロト
コル（Session Initiation Protocol）(SIP)を用いてＩＭＳエンテイテイ（IMS entities
）によって確立されてもよい。UTRAN 120は、UE 110が音声コールに対して確立された無
線アクセス・ベアラ（radio access bearers ）(RAB) 、例えばSIPシグナリングを伴う従
来のトラフィック・クラス（traffic class）に対するRAB（複数）に基づいたHSPA VoIP
を有することを確認してもよい。代案では、UTRAN 120は、UE 110がUEとまたはコア・ネ
ットワークと交換される明示的シグナリング（explicit signaling）に基づいたHSPA VoI
Pコールを有することを確認してもよい。UE 110は、VoIPコールに対するHSPAによって音
声データ・パケットをUTRAN 120と交換してもよい。UE 110は、ローミングして、HSPAカ
バレージ・エリアからW-CDMAまたはGSM(登録商標）カバレージ・エリア内に移動してもよ
い。このような状況では、UE 110に対する音声コールを維持することが望ましい。
【００２０】
　１つの態様では、HSPAカバレージ・エリアの外側を移動している時にUEに対する音声コ
ール連続性を維持するために、HSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバー（HSPA VoIPからW
-CDMA CSへのハンドオーバー）がUE 110に対して実行されてもよい。HSPA VoIP to W-CDM
A CSハンドオーバーの１つのデザインでは、UE 110は、VoIPコールが係属している間にま
ず同じセルでもってCSコールを確立してもよく、かつ音声コールをCSコールに転送しても
よい。UE110は、次に、音声コールを維持するために、適切なように、W-CDMA CS to W-CD
MA CSハンドオーバー（W-CDMA CSからW-CDMA CSへのハンドオーバー）またはW-CDMA CS t
o GSM(登録商標） CSハンドオーバー（W-CDMA CSからGSM(登録商標） CSへのハンドオー
バー）を行ってもよい。HSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバーが下記に記述される。
【００２１】
　図３Ａは、UE 110と他のエンド・パーテイ（ＯＥＰ）との呼ばれるリモート・ターミナ
ル150を有するVoIPコールのための種々のネットワーク・エンテイテイとの間の通信を示
す。VoIPコールは、VCC AS 138にアンカーされうる。UE 110は、UTRAN 120内のサービン
グ・セル（serving cell）122aおよびSGSN 132、GGSN 134、VCC AS 138、およびリモート
・コントロール150によって音声データ・パケットを交換してもよい。パケットは、HSPA
によってUE 110とサービング・セルとの間で交換されてもよい。
【００２２】
　図３Ｂは、UE 110に対するHSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバーの開始を示している
。VoIPコールに対するUTRAN 120におけるサービング・セル122aと通信状態にある間に、U
E 110は、他のセルからのパイロットを検知し、そしてサービング・セル122aおよび他の
セルから受信されたパイロットの測定を行ってもよい。UE 110は、周期的にまたはレポー
テイング・イベント（reporting event）によって実施される時に、測定レポートをUTRAN
 120に送信する。あるいは、またはさらに、UE 110は、適当な時に、ロケーション・アッ
プデート・メッセージ（location update messages）UTRAN 120に送信することができる
。
【００２３】
　UTRAN 120は、測定レポートをUE 110から受信し、かつこのUEがHSPAカバレージ・エリ
アから外に移動していることを判定してもよい。例えば、測定レポートは、セル122aから
セル122bへのハンドオーバーを価値あるものにするのに十分な程度だけサービング・セル
122aよりも強いセル122bからパイロット（pilot）を受信することを表示してもよい。UTR
AN 120はまた、122aはHSPAを支援するが、セル122bはHSPAを支援しないことを認識しうる
。UTRAN 120は、UE 110によるCSコール確立およびUE 110に対するPSからCSへのハンドオ
ーバーを開始するためのトリガを送信してもよい。このトリガは、コマンド、VCC HOコマ
ンド、指令、指示、等であると見なされうる。
【００２４】
　図３Ｃは、VoIPに対するPSセッションがセル122aにおいてUE 110に対してペンデイング
（pending）である間におけるCSコールのセットアップ（setup）を示す。UE 110は、UTRA
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N 120からのトリガを受信してもよい。UE 110は、そのトリガに応答してセル122aにおけ
るCS コールをMSC 136により確立してもよく、そしてこのCSコールをVCC AS 138にアンカ
ーしてもよい。UMTS（またはW-CDMA）は、UE 110 にPSセッションに対して用いられる同
じ無線リンクを用いてCSコールを確立させる。短い期間の間、UE 110は、同じセル122aに
おけるCSコールとPSコールとの両方を同時に有してよく、かつ両方のコールをVCC AS 138
にアンカーさせてもよい。PSコールに対する音声データ・パケットは、SGSN 132 およびG
GSN 134を通じて送られてもよく、一方、CSコールに対するMSC 136を通じて送られてもよ
い。VCC AS 138は、例えば、CSコールおよびPSコールに対する同じUE識別名（UE ID）、
同じOEP、等を用いることに基づいて、CSコールとPSコールは両方ともUE 110に対する同
じ音声コールに対するものであることを認識してもよい。
【００２５】
　図３Ｄは、UE 110に対する音声コールのHSPA VoIPからCSへの転送を示す。CSコールが
首尾よく確立されると、VCC AS 138はUE 110に対する音声コールのデータ経路を切り替え
てもよく、かつソース側におけるPSコールに対するリソースをリリース（release）して
もよい。UTRAN 120は、PSコールに対する無線リソースをリリースしてもよく、そしてUE 
110に対するCSコールだけを維持してもよい。この時点で、UE 110は、同じサービング・
セルによるCSコールだけを有するであろう。CSコールに対するデータは、UTRAN 120、MSC
 136、およびVCC AS 138によって交換されてもよい。
【００２６】
　図３Ｅは、HSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバーの終了を示す。UE 110が、セル122a
において音声コールからCSコールへの切替を終了すると、UE 110は、セル122aからHSPAを
支援しないセル122bへのW-CDMA CS to W-CDMA CSハンドオーバーを実行してもよい。W-CD
MA CS to W-CDMA CSハンドオーバーは、一般に入手可能な「ジェネラル・パケット・ラデ
イオ・サービス(GPRS)；サービス・デスクリプション」２００６年６月（“General Pack
et Radio Service (GPRS); Service description,” June 2006）というタイトルの3GPP 
TS 23.060に記載されている。図３Ｅには示されていないが、UE 110はまた、3GPPによっ
て定義されているインターＲＡＴハンドオーバー手順（inter-RAT handover procedures
）を用いてセル122aからGSM(登録商標）セルまで実行してもよい。
【００２７】
　下記のハンドオーバー・シナリオ（handover scenarios）が支援されうる。
【００２８】
　　　　　　　HSPA VoIP → W-CDMA CS → W-CDMA CS、
　　　　　　　HSPA VoIP → W-CDMA CS → GSM(登録商標） CS.
上記の各ハンドオーバー・シナリオでは、最初の転送HSPA VoIP → W-CDMA CSは、現在の
サービング・セルで生ずる。後続のハンドオーバーは、現在のサービング・セルから他の
W-CDMAセルまたはGSM(登録商標）セルまでであってもよい。
【００２９】
　図３Ａ～３Ｅに示されたHSPA VoIP to W-CDMAハンドオーバー・デザインは、3GPPにお
けるネットワーク・エンテイテイ（network entities）に対して小さなインパクトで支援
されうる。ステップ１、４、５および６は、UTRAN 120およびVCC AS 138の現在の能力に
よって支援される。ステップ２に対しては、UTRAN 120は、HSPA VoIP to W-CDMA CSハン
ドオーバーを開始すべきかどうかを判定するための適切なアルゴリズムおよび場合によっ
てはこのハンドオーバーを開始するための新しいイベント（event）を有するネットワー
ク制御ハンドオーバー機構を実装してもよい。ステップ３に対しては、トリガまたはある
他の新しいUTRANメッセージが、UE 110におけるCSコール確立を開始するために用いられ
てもよい。そのトリガは、既存の無線リソース制御（RRC）メッセージ、例えば、ページ
ング・メッセージ（paging message）で送られうる情報要素（IE）で実装されてもよい。
RRCは、W-CDMAにおけるリンク層（または層３）に存在しており、かつ下方の層１および
２の構成を制御することに関与する。
【００３０】
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　UE 110は、W-CDMA またはGSM(登録商標）カバレージ・エリア（coverage area）内に配
置されてもよく、かつUTRAN 120に対するCS音声コールを確立してもよい。UE 110は、CS
コールに対する通常の態様で音声データを交換してもよい。UE 110は、ローミングしてい
てもよく、かつHSPAカバレージ・エリア内に移動してもよい。このような状況では、HSPA
を用いてUE 110に対する音声コールを継続することが望ましいことがありうる。
【００３１】
　他の態様では、W-CDMA CS to HSPA VoIPハンドオーバーは、UEに対する音声コールに対
してHSPAを利用するためにUE 110に対して実行されてもよい。W-CDMA CS to HSPA VoIPハ
ンドオーバーは、図３Ａ～３Ｅに記載されたHSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバーに対
して相補性の態様で実行されてもよい。UE 110は、そのUEによって受信されるパイロット
に対する測定を行い、そして測定レポートをUTRAN 120に送信してもよい。UTRAN 120は、
UE 110がVoIP可能セル（VoIP capable cell）のカバレージに入ったことを、その測定レ
ポートに基づいて判定してもよい。UTRAN 120は、UE 110によるハンドオーバーを開始す
るためのトリガを送信してもよい。そのトリガを受信すると、UE 110は、現在のサービン
グ・セルから新しいサービング・セルになるVoIP可能セル（VoIP capable cell）へのCS
コールのハンドオーバーを行ってもよい。UEは、次に、サービング・セルでVoIP(またはV
oIPコール)に対するPSコールを設定してもよく、そしてこのVoIPコールをVCC AS 138にア
ンカー（anchor）してもよい。VoIPコールが首尾よく確立されると、VCC AS 138は、UE 1
10に対する音声コールのためのデータ経路を切り替えてもよく、そしてソースサイドにお
けるCSコールに対するリソースをリリースしてもよい。UTRAN 120は、CSコールに対する
無線リソースをリリースしてもよく、そしてUE 110に対するVoIPコールだけを維持しても
よい。この時点で、UE 110は、新しいサービング・セルによってVoIPコールだけを有する
であろう。VoIPコールに対するデータは、UTRAN 120における新しいサービング・セル、S
GSN 132、GGSN 134、およびVCC AS 138を経由して交換されうる。
【００３２】
　上述のデザインでは、UE 110は、測定レポートをUTRAN 120に送ってもよく、そしてUTR
AN 120は、UE 110がHSPAカバレージ・エリアから出るまたはそのエリアに入る時に、ハン
ドオーバーを開始してもよい。これらのデザインでは、UTRAN 120は、HSPA VoIP能力を有
するセルおよびHSPA VoIP能力を有していないセルのついての知識を有していてもよい。
ハンドオーバー決定についてUTRAN 120を助成するために、HSPA VoIP能力を有するセルの
バッファ・ゾーンがHSPAカバレージ・エリアの縁部に画定されてもよい。図２に示された
実施例では、HSPAカバレージ・エリアは実線212によって画定されてもよく、そしてバッ
ファ・ゾーンは実線212と破線214との間の領域として画定されてもよい。UE 110がバッフ
ァ・ゾーンに入ると、UTRAN 120は新しい測定イベント（new measurement event）をUE 1
10内に構成してよい。UE 110は、周期的にまたはイベントに基づいて測定レポートをUTRA
N 120に送信してもよい。UTRAN 120は、（１）UE 110がVoIPコールを有しかつHSPAカバレ
ージ・エリアから出つつあれば、HSPA VoIP to W-CDMA CSハンドオーバーを、あるいは（
２）UE 110がCSコールを有しかつHSPAカバレージ・エリアに入りつつあれば、W-CDMA CS 
to HSPA VoIPハンドオーバーを開始するために測定レポートを用いてもよい。
【００３３】
　他のデザインでは、UE 110は、測定を行い、そしてその測定に基づいて、HSPA VoIP へ
のW-CDMA CSまたはW-CDMA CSからHSPA VoIPへのハンドオーバーを自発的に決定してもよ
い。UE 110は、下記のように、所与のセルがHSPA VoIP能力を有するかどうかを、そのセ
ルによって放送される情報に基づいて確認してもよい。
【００３４】
　UE 110は、任意の時点において、接続モードまたはアイドル・モードで動作してもよい
。接続モードでは、UE 110は、ペンデイング・コールを有していてもよく、UTRAN 120と
通信してもよい。接続モードでは、UE 110のどのあたりかが測定レポートおよび（または
）他の機構によって追跡されてもよく、そしてUE 110は、UE場所に基づいて適当なセルに
ハンドオーバーされてもよい。
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【００３５】
　アイドル・モードでは、UE 110は、UTRAN 120に対するペンデイング・コールを通常は
有していない。アイドル・モードにある間に、UE 110は、バッテリ電力を節約するために
多くの時間パワー・ダウン（powered down）されもよく、かつページおよび（または）他
の情報を受信するために周期的にウエーク・アップ（wake up）してもよい。UE 110は、I
MSのために（例えば、パワー・アップで）VCC AS 138に登録してもよく、そしてページと
コールがUEに配信されるドメイン（例えば、CS、PS、HSPA、 VoIP、等）を提供してもよ
い。
【００３６】
　さらに他の態様では、UTRAN 120におけるセルは、それらのHSPA VoIP能力を放送する。
１つのデザインでは、所与のセルがHSPA VoIPを支援するかどうかを示すために単一のビ
ットが用いられてもよい。W-CDMAに対しては、１つのセルは、システム情報ブロック（SI
B）、例えば、3GPPにおけるSIB3および（または）他のSIBにおける、それのHSPA VoIP能
力に関する情報を周期的に放送してもよい。
【００３７】
　UE 110は、そのUEが現在キャンプ（camped）されているセルおよび（または）他のセル
のHSPA VoIP能力に関する放送情報を受信してもよい。UE 110は、それのドメインが変化
したかどうかを、受信された放送情報に基づいて判定してもよく、そしてドメインの変更
が検知されると、ネットワーク登録を更新してもよい。例えば、UE 110は、それがHSPAカ
バレージ・エリアから外に出たことを、放送情報に基づいて判定してもよく、そしてそれ
のネットワーク登録をHSPA VoIPドメインからCSドメインに更新してもよい。ネットワー
ク登録を必要とされるように更新することにより、ネットワークは、アイドルUE 110がHS
PAカバレージ・エリア内にあるかどうかを確認することができ、かつUEにページおよびコ
ールを適切に配信することができる。
【００３８】
　明瞭のために、ハンドオーバー技法は、3GPPベース・ネットワークについて具体的に記
述された。その技法は、3GPP2ベース・ネットワークおよび他のネットワークに対しても
用いられてもよい。3GPP2ベース・ネットワークは、ハイ・レート・パケット・データ（H
igh Rate Packet Data）(HRPD)を支援するセルおよびCDMA2000 1Xを支援するセルを含む
。HRPDは、1xEV-DO、1x-DO、等とも呼称される。CDMA2000 1Xは、1X、等とも呼称される
。HRPDセルは、VoIPを支援し、1Xセルは、CSおよびPSコールを支援する。HRPD to 1Xハン
ドオーバー（HRPDから1Xへのハンドオーバー）は、上述したHSPA VoIP to W-CDMA CSハン
ドオーバーと類似の態様で実行されてもよい。1X to HRPDハンドオーバー（1XからHRPDへ
のハンドオーバー）は、上述したW-CDMA CS to HSPA VoIPハンドオーバーと類似の態様で
実行されてもよい。
【００３９】
　図４は、UEによるPS-to-CSハンドオーバー（PSからCSへのハンドオーバー）を実行する
ためのプロセス４００の１つのデザインを示す。UEは、PSコールに対する、例えば、VoIP
に対する第１のセルと3GPPにおけるHSPAによって通信する（ブロック412）。UEは、例え
ば、RANからの測定イベントに応答して、測定レポートをRANに送信してもよい（ブロック
414）。UEは、このUEからの測定レポートに基づいてトリガを発行しうるRANからトリガを
受信してもよい（ブロック416）。あるいは、UEは、RANにおける第１のセルおよび他のセ
ルに対する測定を得てもよいし、またその測定に基づいてハンドオーバーを実行すること
を自発的に決定してもよい。
【００４０】
　UEは、PSコールが第１のセルにおいてペンデイング（pending）である間に、第１のセ
ルに対してCSコールを確立してもよい（ブロック418）。UEは、CSコールを確立した後でP
Sコールを終了してもよい（ブロック420）。PSコールおよびCSコールは、音声コールに対
するものであってもよく、そしてUEは、CSコールを確立した後でかつPSコールを終了する
前に、音声コールに対するデータ経路をPSコールからCSコールに切り替えてもよい。この
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UEは、次に、第１のセルから第２のセルへのCSのハンドオーバーを行ってもよい（ブロッ
ク422）。第１のセルは、VoIPを支援するW-CDMAセルであってもよく、そして第２のセル
は、VoIPを支援していない他のW-CDMAセルまたはGSM(登録商標）セルであってもよい。
【００４１】
　図５は、RANによるUEのPS-to-CSハンドオーバーを実行するためのプロセス500の１つの
デザインを示す。RANは、第１のセルにおけるPSコールに対して（例えば、HSPAによりVoI
Pに対して）UEと通信してもよい（ブロック512）。RANは、UEがPSコールに対してカバレ
ージ縁部にあることを判定してもよく、そしてUEに測定レポートを送信させるためにUEに
測定イベントを送信してもよい。RANは、UEから測定レポートを受信し（ブロック514）、
その測定レポートに基づいて第１のセルから第２のセルにUEをハンドオーバーする決定を
なし（ブロック516）、そしてUEにトリガを送信してもよい（ブロック518）。
【００４２】
　RANは、PSコールが第１のセルにおいてペンデイング（pending）である間に、第１のセ
ルにおいてUEに対するCSコールを確立してもよい（ブロック520）。RANは、CSコールを確
立した後でUEに対するPSコールを終了してもよい（ブロック522）。PSコールおよびCSコ
ールは音声コールに対するものであってよく、そしてその音声コールに対するデータ経路
は、CSコールを確立した後でかつPSコールを終了する前に、PSコールからCSコールに切り
替えられてもよい。RANは、次に、UEに対するCSコールの第１のセルから第２のセルへの
ハンドオーバーを行ってもよい（ブロック524）。第１のセルはVoIPを支援してもよく、
そして第２のセルはVoIPを支援しなくてもよい。
【００４３】
　図５におけるステップの幾つかまたはすべては、RANにおける所与のネットワーク・エ
ンテイテイに適用可能であってもよい。例えば、第１のセルは、ステップ512、520、522
、524、等を実行してもよい。RNCは、ステップ514、516、518、等を実行してもよい。
【００４４】
　図６は、UEによるCS-to-PSハンドオーバーを実行するためのプロセス600の１つのデザ
インを示す。UEは、測定レポートをRANに送信してもよく（ブロック612）、そしてRANか
らトリガ（trigger）を受信してもよい（ブロック614）。UEは、第１のセルから第２のセ
ルへのCSコールのハンドオーバーを実行してもよい（ブロック616）。UEは、次に、CSコ
ールが第２のセルにおいてペンデイング（pending）である間に、第２のセルに対してPS
コールを確立してもよい（618）。UEは、PSコールを確立した後でCSコールを終了しても
よく（ブロック622）、そしてPSコールに対して、例えば、HSPAによりVoIPに対して第２
のセルと通信してもよい（ブロック622）。
【００４５】
　図７は、UEのCS-to-PSハンドオーバーをRANにより実行するためのプロセス700の１つの
でザインを示す。RANは、UEがPSカバレージに入りつつあることを判定してもよく、そし
てUEに測定レポートを送信させるために測定イベントをUEに送信してもよい。RANは、UE
から測定レポートを受信し（ブロック712）、その測定レポートに基づいてUEに対するハ
ンドオーバー決定を行い（ブロック714）、そしてトリガをUEに送信してもよい（716）。
【００４６】
　RANは、UEに対するCSコールの第１のセルから第２のセルへのハンドオーバーを実行し
てもよい（ブロック718）。RANは、次に、CSコールが第２のセルにおいてペンデイング（
pending）である間に、第２のセルにおいてUEに対するPSコールを確立してもよい（ブロ
ック720）。RANは、PSコールを確立した後で、UEに対するCSコールを終了してもよい（ブ
ロック722）。RANは、その後で、第２のセルにおいてPSコールに対して（例えば、HSPAに
よりVoIPに対して）UEと通信してもよい（ブロック724）。
【００４７】
　図８は、UEによりネットワーク登録を更新するためのプロセス800の１つのデザインを
示す。UEは（例えばアイドル・モードにある間に）、１つのセルから、そのセルがVoIP能
力を有しているかどうかを示す放送情報を受信してもよい（ブロック812）。放送情報は
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、セルがHSPA VoIP能力を有しているかどうかを示す１つのビットまたは他の情報を備え
ていてもよい。UEは、放送情報に基づいてネットワークに対する登録を更新してもよい（
ブロック814）。ブロック814に対して、UEは、新しいコールに対して使用するためのドメ
インを放送情報に基づいて判定してもよく、そしてドメインの変更が検知されれば、ネッ
トワークに対する登録を更新してもよい。例えば、UEは、セルがVoIP能力を有していれば
、PSドメインに対するネットワークに対して登録してもよく、そしてセルがVoIP能力を有
していなければ、CSドメインに対するネットワークに対して登録してよい。
【００４８】
　図９は、図１におけるUE 110および種々のネットワーク・エンテイテイのデザインのブ
ロック図を示す。アップリンクでは、UE 110は、データおよびシグナリング（signaling
）（例えば、測定レポート）をUTRAN 120における１つまたはそれより多いセル/ノードB1
22に送信してもよい。データおよびシグナリングは、ノードB（複数）に送信さうるアッ
プリンク信号を生成するために、コントローラ/プロセッサ910によって処理され、そして
送信機（TMTR）914によって調整（conditioned）されてもよい。各ノードB 122において
、UE 110および他のUE（複数）からのアップリンク信号が受信機(RCVR) 924によって受信
されかつ調整され、そしてUE（複数）によって送られたアップリンク・データおよびシグ
ナリングを回復するようにコントローラ/プロセッサ920によって更に処理されてもよい。
【００４９】
　ダウンリンクでは、各ノードB 122は、それのカバレージ・エリア内のUE（複数）にデ
ータおよびシグナリングを送信してもよい。各ノードB 122において、データおよびシグ
ナリング（例えば、VoIP能力情報、等）は、UE（複数）に送信されうるダウンリンク信号
を生成するために、プロセッサ920によって処理され、そして送信機924によって調整され
てもよい。UE 110において、ノードB（複数）122からのダウンリンク信号は、ダウンリン
ク・データおよびシグナリングを回復するために、受信機914によって受信されかつ調整
され、そしてプロセッサ910によって更に処理されてもよい。
【００５０】
　メモリ912および922は、UE 110およびノードB 122に対するプログラム・コードおよび
データをそれぞれ記憶してもよい。通信(Comm)ユニット926は、ノードB 122をRNC 124と
通信させることができる。UE 110におけるプロセッサ910は、図４におけるプロセス400、
図６におけるプロセス600、および（または）ハンドオーバーのためのプロセスを実行し
てもよい。プロセッサ910は、図８におけるプロセス800および（または）ネットワーク登
録を更新するための他のプロセスを実行してもよい。
【００５１】
　RNC 124は、コントローラ/プロセッサ930、メモリ932、およびCommユニット934を含ん
でいる。VCC AS 138は、コントローラ/プロセッサ940、メモリ942、およびCommユニット9
44を含んでいる。各ネットワーク・エンテイテイに対して、コントローラ/プロセッサは
、そのネットワーク・エンテイテイに対する該当の処理を行ってもよく、メモリは、プロ
グラム・コードおよびデータを記憶してもよく、そして通信ユニットは、他のネットワー
ク・エンテイテイとの通信を支援してもよい。ノードB 122におけるプロセッサ920および
（または）RNC 124におけるプロセッサ930は、図５におけるプロセス500、図７における
プロセス700、および（または）ハンドオーバーのためのプロセスを実行してもよい。
【００５２】
　一般に、各エンテイテイは、任意の数のプロセッサ、メモリ、通信ユニット、送信機、
受信機、コントローラ、等を含んでいてもよい。
【００５３】
　当業者は、情報および信号が種々の異なる技術および技法のうちの任意のものを用いて
表示されうることを理解するであろう。例えば、上記の説明全体にわたって参照されうる
データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボルは、電圧、電流、電磁気、波形
、磁界または粒子、光場または粒子、またはそれらの任意の組み合わせによって表されう
る。



(16) JP 2012-157035 A 2012.8.16

10

20

30

40

【００５４】
　当業者はまた、ここにおける開示に関連して記述された種々の例示的論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズム・ステップは、電子的ハードウエア、コンピュータ
・ソフトウエア、または両者の組み合わせとして実装されてもよいことを理解するであろ
う。ハードウエアとソフトウエアとのこの互換可能性を明白に例証するために、種々の例
示的コンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、それらの機能性
について上記において一般的に記述された。このような機能性がハードウエアとしてある
いはソフトウエアとして実装されるかどうかは、システム全体に課せられる特定の用途お
よびデザイン上の制約による。当業者は、各特定の用途に対して種々の態様で上記の機能
性を実装してもよいが、このような実装は、本発明の範囲からの逸脱を生じさせると解釈
されるべきではない。
【００５５】
　ここでの開示に関連して記述された種々の例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（DSP）、特定用途用集積回路（ASIC
）、書換え可能ゲートアレイまたは他のプログラム可能論理デバイス、デイスクリート・
ゲートまたはトランジスタ・ロジック、デイスクリート・ハードウエア・コンポーネント
、あるいはここに記述された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組み合わせ
で実装または実行されてもよい。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよい
が、代案では、そのプロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、またはステート・マシンであってもよい。プロセッサはまた、計算デバイス
の組み合わせ、例えば、DSPおよびマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプ
ロセッサ、DSPコアに関連した１つまたはそれより多いマイクロプロセッサ、または任意
の他のこのような構成として実装されてもよい。
【００５６】
　ここでの開示に関連して記述された方法およびアルゴリズムのステップは、ハードウエ
アで、プロセッサによって実行されるソフトウエア・モジュールで、またはそれら２つの
組み合わせで直接に具体化されてもよい。ソフトウエア・モジュールは、RAMメモリ、フ
ラッシュ・メモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、EEPROMメモリ、レジスタ、ハードデイスク
、リムーバブル・デイスク、CD-ROM、または任意の他の形式の公知の記憶媒体内に存在し
ていてもよい。例示的な記憶媒体は、プロセッサがこの記憶媒体から情報を読み取りかつ
その記憶媒体に情報を書き込むことができるように、そのプロセッサに連結される。代案
では、記憶媒体は、プロセッサと一体であってもよい。プロセッサおよび記憶媒体はASIC
に存在していてもよい。ASICはユーザ端末内に存在していてもよい。代案では、プロセッ
サおよび記憶媒体は、ユーザ端末内にデイスクリート・コンポーネントとして存在してい
てもよい。
【００５７】
　本発明についての上記の記述は、当業者が本発明を実施するまたは使用することができ
るようにするために提示されている。この開示に対する種々の修正が当業者には容易に明
らかになるであろう、そしてここに定義された一般的な原理は、本発明の範囲から逸脱す
ることなしに、他の変更に適用されうる。従って、本発明は、ここに記述された実施例お
よびデザインに限定されるように意図されておらず、ここに開示された原理および新規な
特徴に合致した最も広い範囲を与えられるべきである。
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【図１】 【図２】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図３Ｃ】 【図３Ｄ】

【図３Ｅ】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月16日(2012.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のコールのための第１のセルと通信するための、ここにおいて前記第１のコールは
パケット切替（PS）コールおよび回路切替（CS）コールのうちの一方である、PS-to-CSま
たはCS-to-PSコール・ハンドオーバーを実行するためのトリガ・イベントを検知するため
の、前記トリガ・イベントに応答して前記第１のコールが前記第１のセルにおいてペンデ
イングである間に前記第１のセルに対して第２のコールを確立するための、ここにおいて
前記第２のコールは前記PSコールおよびCSコールのうちの他方である、前記第２のコール
を確立した後に前記第１のコールを終了するための、そして前記第１のセルから第２のセ
ルへの前記第２のコールのハンドオーバーを実行するための少なくとも１つのプロセッサ
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、測定レポートを無線アクセス・ネットワークRAN
に送信するモバイル装置に組み込まれており、前記トリガ・イベントを検知することは前
記測定レポートに基づいて前記RANからのトリガを受信することを含む、無線通信のため
の装置。
【請求項２】
　前記PSコールおよび前記CSコールは、音声コールに対するものであり、前記少なくとも
１つのプロセッサは、前記CSコールを確立した後に前記音声コールに対するデータ経路を
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前記PSコールから前記CSコールへと切り替える、請求項１の装置。
【請求項３】
　前記PSコールは、ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）に対するも
のであり、前記第１のセルはVoIPを支援し、前記第２のセルはVoIPを支援しない、請求項
１の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記RANから測定イベントを受信しかつ該測定イ
ベントに応答して前記測定レポートを送信する、請求項１の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のセルおよび近隣のセルに対する測定を
取得することによって前記トリガ・イベントを検知しかつ該測定に基づいて前記ハンドオ
ーバーを実行するように決定する、請求項１の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット
・アクセス（HSPA）によって前記第１のセルと通信する、請求項１の装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・レート・パケット・
データ（HRPD）によって前記第１のセルと通信する、請求項１の装置。
【請求項８】
　前記第１のセルはW-CDMAセルであり、前記第２のセルは他のW-CDMAセルまたはGSMセル
である、請求項１の装置。
【請求項９】
　第１のコールのために第１のセルと通信すること、ここにおいて前記第１のコールはパ
ケット切替（PS）および回路切替コール（CS）のうちの一方である、
　PS-to-CSまたはCS-to-PSハンドオーバーを実行するためのトリガ・イベントを検知する
こと
　前記第１のコールが前記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記トリガ・イベ
ントに応答して前記第１のセルに対して第２のコールを確立すること、ここにおいて前記
第２のコールは前記パケット切替（PS）および回路切替コール（CS）のうちの他方である
、
　前記第２のコールを確立した後に前記第１のコールを終了すること、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記第２のコールのハンドオーバーを実行すること
、
　測定レポートを無線アクセス・ネットワークRANに送ることを備え、ここにおいて前記
トリガ・イベントを検知することは前記RANからの前記トリガを受信することを含み、前
記RANからの前記トリガは前記前記測定レポートに基づく、無線通信のための方法。
【請求項１０】
　前記PSコールのために前記第１のセルと通信することは、前記PSコールのためにハイ・
スピード・パケット・アクセス（HSPA）によって前記第１のセルと通信することを備える
、請求項９の方法。
【請求項１１】
　第１のコールのために第１のセルと通信するための手段と、ここにおいて前記第１のコ
ールはパケット切替（PS）コールおよび回路切替（CS）コールのうちの一方である、
　PS-to-CSまたはCS-to-PSコール・ハンドオーバーを実行するためのトリガ・イベントを
検知するための手段と、
　記トリガ・イベントに応答して前記PSコールが前記第１のセルにおいてペンデイングで
ある間に前記第１のセルに対して第２のコールを確立するための手段と、ここにおいて前
記第２のコールは前記PSコールおよびCSコールのうちの他方である、
　前記第２のコールを確立した後で前記第１のコールを終了するための手段と、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記第２のコールのハンドオーバーを実行するため
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の手段と、
　測定レポートを無線アクセス・ネットワーク（RAN）に送信するための手段を備え、
　前記トリガ・イベントは前記RANからトリガーを受信することを含み、前記トリガは前
記測定レポートに基づく、無線通信のための装置。
【請求項１２】
　前記第１のコールのために前記第１のセルと通信するための手段は、前記PSコールのた
めにハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）によって前記第１のセルと通信するた
めの手段を備える、請求項１１の装置。
【請求項１３】
　第１のコールのために第１のセルと通信するため、ここにおいて前記第１のコールはパ
ケット切替（PS）および回路切替（CS）コールのうちの一方である、
　S-to-CSまたはCS-to-PSコール・ハンドオーバーを実行するためのトリガ・イベントを
検知するため、
　測定レポートを無線アクセス・ネットワーク（RAN）に送信するため、
　前記トリガ・イベントは前記RANから前記測定レポートに基づくトリガーを受信するた
め、
　前記第１のコールが前記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記トリガ・イベ
ントに応答して前記第１のセルに対して第２のコールを確立するため、
　前記第２のコールを確立した後で前記第１のコールを終了するため、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記第２のコールのハンドオーバーを実行するため
に、ユーザ装置（UE）において動作可能な命令を記憶するためのプロセッサ可読媒体。
【請求項１４】
　第１のコールのためにユーザ装置（UE）と通信するため、ここにおいて前記第１のコー
ルは第１のセルにおけるパケット切替（PS）コールおよび前記第１のセルにおける回路切
替コール（CS）コールのうちの一方である、S-to-CSまたはCS-to-PSコール・ハンドオー
バーを実行するためのトリガ・イベントを開始するため、前記PS第１のコールがペンデイ
ングである間に前記第１のセルに対する第２のコールを確立するため、ここにおいて前記
第２のコールは前記PSコールおよび前記CSコールのうちの他方である、前記第２のコール
を確立した後で前記UEのための前記第１のコールを終了するため、および前記第１のセル
から第２のセルへの前記UEに対する前記第２のコールのハンドオーバーを実行するための
少なくとも１つのプロセッサを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記UEから測定レポートを受信し、該測定レポー
トに基づいて前記第１のセルから前記第２のセルへとハンドオーバーを実行するように判
定し、そして該判定に応答してトリガを前記UEに送る、無線通信のための装置。
【請求項１５】
　前記PSコールおよび前記CSコールは音声コールに対するものであり、前記少なくとも１
つのプロセッサは、前記CSコールを確立した後で前記音声コールに対するデータ経路を前
記PSコールから前記CSコールへと切り替える、請求項１４の装置。
【請求項１６】
　前記PSコールは、ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）に対するも
のであり、前記第１のセルはVoIPを支援し、前記第２のセルはVoIPを支援しない、請求項
１４の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記UEが前記PSコールに対するカバレージ縁部に
あることを判定し、そして前記UEに前記測定レポートを送信させるために測定イベントを
前記UEに送信する、請求項１４の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット
・アクセス（HSPA）によって前記UEと通信する、請求項１４の装置。
【請求項１９】
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のセルがハイ・スピード・パケット・ア
クセス（HSPA）ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するこ
とを示す情報を放送する、請求項１４の装置。
【請求項２０】
　第１のセルにおいて第１のコールのためにユーザ装置（UE）と通信すること、ここにお
いて前記第１のコールはパケット切替（PS）コールおよび回路切替（CS）コールのうちの
一方であり、
　S-to-CSまたはCS-to-PSコール・ハンドオーバーを実行するためのトリガ・イベントを
開始すること、
　前記第１のコールが前記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記UEに対する前
記第１のセルにおける第２のコールを確立すること、ここにおいて前記第２のコールは前
記PSコールおよび前記CSコールのうちの他方である、
　前記第２のコールを確立した後で前記UEに対する前記第１のコールを終了すること、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記UEに対する前記第２のコールのハンドオーバー
を実行すること、
　測定リポートを前記UEから受信すること、および
　前記測定レポートに基づいて前記第１のセルから前記第２のセルへとハンドオーバーを
実行するように決定することを備え、
　該決定に応答して、トリガが前記UEへ送信される、無線通信のための方法。
【請求項２１】
　前記第１のコールのために前記UEと通信することは、前記PSコールのためにハイ・スピ
ード・パケット・アクセス（HSPA）によって前記UEと通信することを備える、請求項２０
の方法。
【請求項２２】
　前記第１のセルは、ハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）ボイス・オーバー・
インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有することを示す情報を放送することを更に
備える、請求項２０の方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のセルがボイス・オーバー・インターネ
ット・プロトコル（VoIP）能力を有するかどうかを示す前記第１のセルからの放送情報を
受信し、そして前記放送情報に基づいてネトワークに対する登録を更新するようにさらに
構成されている、請求項１の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、アイドル・モードにある間に前記放送情報を受信
するように更に構成されている、請求項２３の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）ボ
イス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するセルおよびHSPA VoI
P能力を有していないセルについての知識を有するモバイル装置に組み込まれる、請求項
１の装置。
【請求項２６】
　前記RANに送信される前記測定レポートは、前記第１のコールがVoIPコールであること
および前記少なくとも１つのプロセッサがHSPAカバレージ・エリアから出ることに応答し
て広帯域符号分割多重アクセス（W-CDMA）ハンドオーバーへの所望のハイ・スピード・パ
ケット・アクセス（HSPA）ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）を示
す、請求項１の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５７】
　本発明についての上記の記述は、当業者が本発明を実施するまたは使用することができ
るようにするために提示されている。この開示に対する種々の修正が当業者には容易に明
らかになるであろう、そしてここに定義された一般的な原理は、本発明の範囲から逸脱す
ることなしに、他の変更に適用されうる。従って、本発明は、ここに記述された実施例お
よびデザインに限定されるように意図されておらず、ここに開示された原理および新規な
特徴に合致した最も広い範囲を与えられるべきである。
　下記に本願出願時の請求項１－３９に対応する記載を付記１－３９として表記する。
付記１
　パケット切替（PS）コールのための第１のセルと通信するための、無線アクセス・ネッ
トワーク（RAN）からトリガを受信するための、前記トリガに応答して前記PSコールが前
記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記第１のセルに対して回路切替（CS）コ
ールを確立するための、前記CSコールを確立した後に前記PSコールを終了するための、そ
して前記第１のセルから前記第２のセルへの前記CSコールのハンドオーバーを実行するた
めの少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
付記２
　前記PSコールおよび前記CSコールは、音声コールに対するものであり、前記少なくとも
１つのプロセッサは、前記CSコールを確立した後に前記音声コールに対するデータ経路を
前記PSコールから前記CSコールへと切り替える、付記１の装置。
付記３
　前記PSコールは、ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）に対するも
のであり、前記第１のセルはVoIPを支援し、前記第２のセルはVoIPを支援しない、付記１
の装置。
付記４
　前記少なくとも１つのプロセッサは、測定レポートを前記RANに送信し、前記RANからの
トリガは前記測定レポートに基づく、付記１の装置。
付記５
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記RANから測定イベントを受信しかつ該測定イ
ベントに応答して前記測定レポートを送信する、付記４の装置。
付記６
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のセルおよび近隣のセルに対する測定を
取得しかつ該測定に基づいてハンドオーバーを実行するための決定を行う、付記１の装置
。
付記７
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット
・アクセス（HSPA）によって前記第１のセルと通信する、付記１の装置。
付記８
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・レート・パケット・
データ（HRPD）によって前記第１のセルと通信する、付記１の装置。
付記９
　前記第１のセルはW-CDMAセルであり、前記第２のセルは他のW-CDMAセルまたはGSMセル
である、付記１の装置。
付記１０
　パケット切替（PS）コールのために第１のセルと通信すること、
　無線アクセス・ネットワーク（RAN）からトリガを受信すること、
　前記PSコールが前記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記トリガに応答して
前記第１のセルに対して回路切替（CS）コールを確立すること、
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　前記CSコールを確立した後に前記PSコールを終了すること、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記CSコールのハンドオーバーを実行することを備
える、無線通信のための方法。
付記１１
　測定レポートを前記RANに送ることを更に備え、前記RANからの前記トリガは前記測定レ
ポートに基づく、付記１０の方法。
付記１２
　前記PSコールのために前記第１のセルと通信することは、
　前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）によって前記第１
のセルと通信することを備える、付記１０の方法。
付記１３
　パケット切替（PS）コールのために第１のセルと通信するための手段と、
　無線アクセス・ネットワーク（RAN）からトリガを受信するための手段と、
　前記PSコールが前記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記トリガに応答して
前記第１のセルに対して回路切替（CS）コールを確立するための手段と、
　前記CSコールを確立した後で前記PSコールを終了するための手段と、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記CSコールのハンドオーバーを実行するための手
段とを備える、無線通信のための装置。
付記１４
　測定レポートを前記RANに送信するための手段を更に備え、
前記RANからの前記トリガは前記測定レポートに基づく、付記１３の装置。
付記１５
　前記PSコールのために前記第１のセルと通信するための手段は、
前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）によって前記第１の
セルと通信するための手段を備える、付記１３の装置。
付記１６
　パケット切替（PS）コールのために第１のセルと通信するため、
　無線アクセス・ネットワーク（RAN）からトリガを受信するため、
　前記PSコールが前記第１のセルにおいてペンデイングである間に前記トリガに応答して
前記第１のセルに対して回路切替（CS）コールを確立するため、
　前記CSコールを確立した後で前記PSコールを終了するため、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記CSコールのハンドオーバーを実行するために、
ユーザ装置（UE）において動作可能な命令を記憶するためのプロセッサ可読媒体。
付記１７
　第１のセルにおいてパケット切替（PS）コールのためにユーザ装置（UE）と通信するた
め、トリガを前記UEに送信するため、前記PSコールがペンデイングである間に前記第１の
セルにおいて前記UEに対する回路切替（CS）コールを確立するため、前記CSコールを確立
した後で前記UEのための前記PSコールを終了するため、および前記第１のセルから第２の
セルへの前記UEに対する前記CSコールのハンドオーバーを実行するための少なくとも１つ
のプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
付記１８
　前記PSコールおよび前記CSコールは音声コールに対するものであり、前記少なくとも１
つのプロセッサは、
　前記CSコールを確立した後で前記音声コールに対するデータ経路を前記PSコールから前
記CSコールへと切り替える、付記１７の装置。
付記１９
　前記PSコールは、ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）に対するも
のであり、前記第１のセルはVoIPを支援し、前記第２のセルはVoIPを支援しない、付記１
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７の装置。
付記２０
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記UEから測定レポートを受信し、該測定レポー
トに基づいて前記第１のセルから前記第２のセルへと前記UEをハンドオーバーする決定を
行い、そして該決定に応答して前記トリガを前記UEに送る、付記１７の装置。
付記２１
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記UEが前記PSコールに対するカバレージ縁部に
あることを判定し、そして前記UEに前記測定レポートを送信させるために測定イベントを
前記UEに送信する、付記２０の装置。
付記２２
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット
・アクセス（HSPA）によって前記UEと通信する、付記１７の装置。
付記２３
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のセルがハイ・スピード・パケット・ア
クセス（HSPA）ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するこ
とを示す情報を放送する、付記１７の装置。
付記２４
　第１のセルにおいてパケット切替（PS）コールのためにユーザ装置（UE）と通信するこ
と、
　トリガを前記UEに送信すること、
　前記PSコールがペンデイングである間に前記第１のセルにおいて前記UEに対して回路切
替（CS）コールを確立すること、
　前記CSコールを確立した後で前記UEに対する前記PSコールを終了すること、
　前記第１のセルから第２のセルへの前記UEに対する前記CSコールのハンドオーバーを実
行することを備える、無線通信のための方法。
付記２５
　測定リポートを前記UEから受信すること、および
　前記測定レポートに基づいて前記第１のセルから前記第２のセルへと前記UEをハンドオ
ーバーする決定をおこなうことを更に備え、
　該決定に応答して、前記トリガが前記UEへ送信される、付記２４の方法。
付記２６
　前記PSコールのために前記UEと通信することは、
　前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）によって前記UEと
通信することを備える、付記２４の方法。
付記２７
　前記第１のセルは、ハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）ボイス・オーバー・
インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有することを示す情報を放送することを更に
備える、付記２４の方法。
付記２８
　無線アクセス・ネットワーク（RAN）からトリガを受信するための、該トリガに応答し
て第１のセルから第２のセルへの回路切替（CS）コールのハンドオーバーを実行するため
の、前記CSコールが前記第２のセルにおいてペンデイングである間に前記第２のセルに対
してパケット切替（PS）コールを確立するための、前記PSコールを確立した後で前記CSコ
ールを終了するための、および前記PSコールのために前記第２のセルと通信するための少
なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
付記２９
　前記少なくとも１つのプロセッサは、測定レポートを前記RANに送信し、該RANからの前
記トリガは前記測定レポートに基づく、付記２８の装置。
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付記３０
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記PSコールのためにハイ・スピード・パケット
・アクセス（HSPA）によって前記第２のセルと通信する、付記２８の装置。
付記３１
　ユーザ装置（UE）にトリガを送信するための、第１のセルから第２のセルへの前記UEに
対する回路切替（CS）コールのハンドオーバーを実行するための、前記CSコールが前記第
２のセルにおいてペンデイングである間に前記第２のセルにおいて前記UEに対する回路切
替（CS）コールを確立するための、前記PSコールを確立した後で前記UEに対するCSコール
を終了するための、および前記第２のセルにおいて前記PSコールのために前記UEと通信す
るための少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
付記３２
　１つのセルがボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するか
どうかを示す該セルからの放送情報を受信するための、および前記放送情報に基づいてネ
ットワークに対する登録を更新するための少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、無線通信のための装
置。
付記３３
　前記少なくとも１つのプロセッサは、アイドル・モードにある間に前記セルから放送情
報を受信し、該放送情報に基づいて新しいコールに対して使用するためのドメインを判定
し、そしてドメインの変更が検知されると前記ネットワークに対する登録を更新する、付
記３２の装置。
付記３４
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記セルがVoIP能力を有していればパケット切替
（PS）ドメインのためのネットワークに対して登録し、前記セルがVoIP能力を有していな
ければ回路切替（CS）ドメインのためのネットワークに対して登録する、付記３３の装置
。
付記３５
　前記放送情報は、前記セルがハイ・スピード・パケット・アクセス（HSPA）VoIP能力を
有するかどうかを示すビットを備える、付記３２の装置。
付記３６
　１つのセルがボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するか
どうかを示す該セルからの放送情報を受信すること、および
　前記放送情報に基づいてネットワークに対する登録を更新することを備える、無線通信
のための方法。
付記３７
　アイドル・モードにある間に前記放送情報が前記セルから受信され、前記ネットワーク
に対する登録を更新することは、
　前記放送情報に基づいて新しいコールのために使用するためのドメインを判定すること
、および
　ドメインの変更が検知されると前記ネットワークに対する登録を更新することを備える
、付記３６の方法。
付記３８
　１つのセルがボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（VoIP）能力を有するか
どうかを示す該セルからの放送情報を受信するための手段と、
前記放送情報に基づいてネットワークに対する登録を更新するための手段とを備える、無
線通信のための装置。
付記３９
　アイドル・モードにある間に前記セルから前記放送情報が受信され、前記ネットワーク



(28) JP 2012-157035 A 2012.8.16

に対する登録を更新するための手段は、
　前記放送情報に基づいて新しいコールに対して使用するためのドメインを判定するため
の手段と、
　ドメインの変更が検知されると前記ネットワークに対する登録を更新するための手段と
を備える、付記３８の装置。
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